
 

 

第 1・2 学年 学級活動（2）指導案 

令和元年７月１０日（水）第６校時 

土佐清水市立幡陽小学校 

                         児童数 1年１名 ２年１名 

場所 １・２年教室 

指導者 深原 有恵 

 

１．題材  「地震が来たらどうする？」 

学級活動（２）ウ「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」 

２．題材について 

（１） 児童の実態 

本学級の児童は、これまでに春の遠足や授業中に地震・津波を想定した避難訓練を通

して安全に避難することを学習している。6 月には起震車体験を実施し、震度 5 強の揺

れを体感することができた。また、生活科の時間に校区探検をして、地域には避難場所

や避難誘導の看板などがあることも発見し、調べて分かったことを大岐探検マップにま

とめる学習をしてきた。それから、「津波から命を守るために」のＤＶＤを見て地震の

恐ろしさを知り、学習したことを基に防災標語や防災ポスターの作成にも取り組み、防

災に対する意識を高めてきた。また、図画工作では身近にあるものでペットボトルラン

タンを作ったり、防災キャラクターを考えたりして防災教育の取組を教科横断的に進め

てきた。こうした取り組みによって児童の防災への関心は徐々に高まってきている。第

1回防災アンケート（5月）の結果を見ると、「あなたは、地震が起きた時に、自分で判

断して揺れから身の安全を守ることができますか。（家や建物の中にいる時）」の質問

に 100％（2名中 2 名）の児童が「知っている」と答えている。「あなたは、南海トラフ

地震について、もっと学習したいと思いますか。」の質問に 1・2年生ともに「思う」と

答え、その訳として「命を守るために学習したい。」と書いていた。全体的に地震から

の危機回避の意識は高まってきていると思うものの、一人でいる時に自分だけで冷静な

判断や行動ができるかどうかについては不安が残る。 

 

（２） 題材設定の理由 

本校は、市街地郊外の高台にあり、第２避難場所になっている。しかし、児童の過半

数は津波浸水地域に自宅があり、今後 30年以内に 70～80％の確率で起こるとされる南海

トラフ地震の予測によると、甚大な被害が予測されている。最大クラスの地震発生の場

合、校区では、震度 6強～7、30㎝の津波到達時間 10分、津波高は 15ｍと想定されてい

る。今年度、低学年の重点目標として「災害に関心をもつことができるようにし、災害

時の安全な行動について考えることができるようになる。」「災害により引き起こされ

る危険を感じ、大人の指示に従うなどして適切な行動がとれるようになる。」「災害時

には、自分で危険を回避し、大人と連絡ができるようになる。」ことをあげている。し

かし、授業中の避難訓練は実施済みだが、教室に一人でいる時の避難訓練はまだ実施し

ていない。そこで、南海トラフ地震に備え、どのような時でも自らの命を守ることがで

きるよう、本題材を設定した。 

本時の学習では、これまでに学習してきた地震や津波に関する基礎知識を基に、教室

に一人でいる時に地震が発生したら、どのような危険が予測されるか、その時、自分の

身を守るにはどのような対処をしたら良いのかを考えさせたい。また、いざという時に

適切に身を守ることができるよう、今、自分がすべきことを自己目標として書き、考え



 

 

させたい。 

３．学級活動（2）「日常の生活や学習への適応及び健康安全」の評価規準 

（第１学年及び第２学年） 

観

点 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

評

価

規

準 

自己の身の回りの問題に

関心をもち、進んで日常の生

活や学習に取り組もうとし

ている。 

学級生活を楽しくするた

めに日常の生活や学習の課

題について話し合い、自分に

合ったよりよい解決方法な

どについて考え、 判断し、

実践している。 

学級生活を楽しくするこ

との大切さ、そのための

基本的な生活や学習の仕

方などについて理解して

いる。 

 

４．事前の指導 

 

５．本時のねらい 

教室で地震が起こった時に、適切に身を守ることができるよう、自分がすべきことを考

えることができる。 

 

６． 本時の展開                             

 児童の活動 指導上の留意点  
目指す児童の姿と 

評価方法 

 

 

 

 

導 

入 

（５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１．アンケートの結果を伝える。 
 
 
２．教室にいるとき、震度６強の地

震がおきたらどうなるかを予想
し対応の仕方を考える。 

 
 
 
 
 
「震度６強の地震が起きたらどうな
るだろう。」 
・揺れて立っていられない。 
・物が倒れる。 
・窓ガラスが割れる。 
・蛍光灯が落ちてくる。 

 
・アンケートの結果を伝え
課題意識を持たせる。 

 
・震度６強の揺れがどのく
らいなのかを想像させ
る。 

 
・動画を見せる。 
「南海地震に備えちょき」 
        ②揺れ編 
 
 
 
 

 
 

児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価方法 

・避難訓練（春の遠足や

授業中）の振り返りを

し、教室での避難行動を

想像してみる。 

・アンケートに回答す

る。 

・「教室で地震に遭った時、自分の

命を守ることができるか？」「一

人の時でも身を守る行動ができ

るか？」と投げかけ、問題意識を

持たせておく。 

【関心・意欲・態度】 

・教室で地震に遭った時、

どう行動しどこへ避難す

るか問題意識を持つ。（発

表・反応） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

（３０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．地震が起きた時、教室にはどん

な危険があるのかを考え、自分
の身を守るためにはどのように
行動したらよいか考える。 

 
 
 
 
「ベランダにいるときはどうしたら
よいだろう。」 

 
 
４．教室で自分の身を守るためには

どのように行動したらよいかを
ペアで話し合う。 

・ベランダにいるとき 
・席から慣れているとき 
 

５．ペアで話し合った内容を発表す
る。 

 
６．安全に避難をするためにはどう

したらよいかを確認する。 
 

「教室にいる時、地震から身を守る
ためにはどうしたらよいかまとめ
よう。」 

 
 

 
・実際に教室を見て考えさ
せる。 

 
 
 
 
 
 

・ワークシートを準備して
おき、記入させる。 

（一人学び） 
 

・ペアで話し合う。 
・発表ボードにまとめる。 
（とも学び） 
 
 

 
・発表ボードを全体に見せ
ながら発表させる。 
 

・大切なキーワードを児童
の発言から拾い上げて
まとめる。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・揺れからの身の守
り方の基本として
「落ちてこない、
倒れてこない、移
動してこない」場
所に身を寄せ、頭
を守る行動の大切
さを理解している 

【知識・理解】 
（ワークシート・発表） 

 

 

 

 

終 

末 

(１０） 

 

 

 

 
７．教室で地震に遭った時、自分で

身を守ることができるように自
分が今すべきことを考え、発表
ボードにまとめる。 

   
（自己目標の決定） 

 ・地震に備えて上履きを必ず履く 
 ・机があるところとないところを

確かめておく。 
 ・自分のヘルメットを取りやすい

ところに置く。 
  
 

 

・自己目標を発表させる。 

 

 

・教室で地震が起き

た時に適切な身の

守り方ができるよ

う、自分がすべき

ことを考えること

が出来ている。 
【思考・判断・実践】 
（発表ボード） 

７．事後の指導 

教室で地震が起こった時、自分の身を守るためには、どのように行動すれば

よいだろう。 

落ちてこない、倒れてこない、移動してこない場所に身を

寄せ、頭を守る。 



 

 

８．板書計画   

            

 

                                              

 

 

 

 

  

          

          

 

          

          
 

 

児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価方法 

・自分が立てた自己目標

を実践し、振り返りをす

る。 

・本時で立てた身を守る行動につい

ての自己目標が実践できたか振

り返る場を設定し、評価する。 

 

【思考・判断・実践】 

・自己目標の内容について

進んで実践している。 

（ワークシート・発言） 

防災アンケート 

結果より 

教室で地震が起こった時、自分の身を守るために

は、どのように行動すればよいだろう。 

落ちてこない、

倒れてこない、

移動してこな

い場所に身を

寄せ頭を守る。 

教室の写真 自分の身の守り方 

めあて 

まとめ 自己目標 

自己目標 


